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本
年
、
令
和
５
年
（２
０
２
３
年
）は
、
神
代
の
昔
、
天
照
大
御

神
を
伊
勢
の
現
在
地
に
誘
っ
た
と
さ
れ
る
倭
姫
命
や
ま
と
ひ
め
の
み
こ
と

を
祭
神
と
す
る
内
宮
別
宮
の
「倭
姫
宮
や
ま
と
ひ
め
の
み
や

」が
鎮
座
し

て
か
ら
１
０
０
周
年
に
あ
た
り
、
奉
祝
行
事
が
催
行
さ
れ
、
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
改
め
て
、
倭
姫
命
に
つ
い
て
史
料
を
収
集
し

て
整
理
し
て
み
る
。 

   

  

倭 

姫 

命 

  

「倭
姫
命
世
記
」
（後
述
）
や
紀
記
に
よ
る
と
、
古
来
、
宮
中
で

は
、
天
照
大
御
神
と
し
て
三
種
神
器
で
あ
る
、
八
尺
瓊
勾
玉
や
さ

か
に
の
ま
が
た
ま

、
八
咫
鏡
や
た
の
か
が
み

、
天
叢
雲
剣
あ
め
の
む
ら
く
も
の
つ
る
ぎ

（草

薙
の
剣
く
さ
な
ぎ
の
つ
る
ぎ

と
も
）を
祀
っ
て
い
た
（同
床
共
殿
）が
、
第
１

０
代
崇
神
天
皇
（在
位
Ｂ
Ｃ
９
７
～
３
０
年
）
の
時
に
国
が
乱
れ
、

そ
れ
を
鎮
め
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
神
威
を
畏
れ
、
共

に
住
む
こ
と
安
か
ら
ず
と
し
て
、
崇
神
天
皇
６
年
（Ｂ
Ｃ
９
２
年
）

に
「剣
」と
「鏡
」を
宮
中
か
ら
大
和
国
笠
縫
邑
か
さ
ぬ
い
む
ら

に
移
し

て
、
神
が
降
臨
す
る
特
殊
な
場
（神
籬
ひ
も
ろ
ぎ

）を
創
り
、
天
皇
の

代
理
と
し
て
皇
女
豊
鍬
入
姫
命
と
よ
す
き
い
り
ひ
め
の
み
こ
と

が
天
照
大
御

神
と
剣
、
鏡
を
奉
斎
し
た
。
こ
の
役
目
を
「御
杖
代
み
つ
え
し
ろ

」と
い

う
が
、
こ
れ
が
天
照
大
御
神
流
転
の
始
ま
り
で
も
あ
り
、
斎
宮
い
つ

き
の
み
や

の
始
ま
り
で
も
あ
る
。 

  

そ
の
３
３
年
後
、
第
１
１
代
垂
仁
天
皇
（在
位
Ｂ
Ｃ
２
９
～
Ａ
Ｄ

７
０
年
）
の
第
４
皇
女
倭
姫
命
や
ま
と
ひ
め
の
み
こ
と

（日
本
書
紀
で
は

「倭
姫
命
」、
古
事
記
で
は
「倭
比
売
命
」、
生
没
年
不
詳
）が
こ

れ
を
受
け
継
ぎ
、
「倭
姫
命
、
菟
田
う
だ

の
篠
幡
さ
さ
は
た

に
祀
り
、

更
に
還
り
て
近
江
国
に
入
り
て
、
東
の
美
濃
を
廻
り
て
、
伊
勢

国
に
至
る
。
」と
あ
る
よ
う
に
天
照
大
御
神
が
鎮
ま
る
聖
地
を

求
め
、
近
畿
・東
海
地
方
等
、
各
地
を
遷
座
（元
伊
勢
）し
て
、
５

５
年
間
の
末
、
垂
仁
天
皇
２
５
年
（Ｂ
Ｃ
４
年
、
宮
中
を
出
て
８
８

年
後
）、
現
在
地
（伊
勢
市
宇
治
館
町
）に
鎮
座
し
た
と
記
さ
れ

て
い
る
。
仮
に
、
倭
姫
命
が
１
０
歳
の
時
に
豊
鍬
入
姫
命
か
ら
継

承
し
た
と
す
る
と
単
純
計
算
で
は
、
こ
の
時
、
倭
姫
命
は
６
５
歳

く
ら
い
だ
っ
た
か
？ 

  

そ
し
て
、
倭
姫
命
は
、
第
１
２
代
景
行
天
皇
（在
位
西
暦
Ａ
Ｄ

７
１
～
１
３
０
年
）
の
２
０
年
（Ａ
Ｄ
９
１
年
）
の
時
に
引
退
す
る
。

計
算
上
の
、
こ
の
時
の
年
齢
は
１
６
０
歳
で
あ
る
。
（以
後
、
Ａ
Ｄ

は
表
記
し
な
い
。
） 

   

倭
姫
命
は
引
退
指
定
谷
も
関
わ
ら
ず
、
景
行
天
皇
の
皇
子

で
倭
姫
命
の
甥
に
あ
た
る
日
本
武
尊
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

が
景
行
天

皇
２
８
年
（９
９
年
）、
東
夷
討
伐
に
向
か
う
時
に
東
国
は
落
ち



着
か
ず
、
そ
れ
を
鎮
め
る
た
め
に
尊
が
伊
勢
神
宮
に
戦
勝
を
祈

願
し
た
時
、
（伊
勢
に
お
い
て
、
）倭
姫
命
か
ら
、
今
は
熱
田
神
宮

に
草
薙
剣
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
天
叢
雲
剣
を
与
え
た
、
と
い

わ
れ
る
。
そ
の
時
の
、
倭
姫
命
の
年
齢
は
１
６
８
歳
と
な
る
。 

  

そ
の
後
、
「皇
太
神
宮
儀
式
帳
」に
は
、
日
本
武
尊
に
草
薙
剣

を
授
け
て
い
た
後
の
景
行
天
皇
４
０
年
（１
１
１
年
、
１
８
８
歳
）

の
時
、
「倭
姫
内
親
王
は
朝
廷
に
還
り
参
り
上
る
」と
あ
る
こ
と

よ
り
、
帰
京
し
、
そ
の
ま
ま
薨
去
し
た
可
能
性
は
あ
る
。 

  

一
方
、
平
安
初
期
の
「止
由
気
神
宮
儀
式
帳
」と
ゆ
け
じ
ん
ぐ
う
ぎ
し
き

ち
ょ
う

に
よ
れ
ば
、
第
２
１
代
雄
略
天
皇
２
２
年
（４
７
８
年
、
内
宮

鎮
座
か
ら
４
８
２
年
後
）に
丹
波
国
の
比
沼
真
奈
井
原
ま
な
い
は
ら

か

ら
伊
勢
山
田
原
に
、
「外
宮
」が
遷
座
し
た
と
伝
わ
る
。
倭
姫
命

は
こ
れ
を
見
届
け
て
、
翌
年
の
雄
略
天
皇
２
３
年
（４
７
９
年
）春

２
月
、
倭
姫
命
が
「自
ら
尾
上
お
べ

山
峯
に
退
き
、
石
隠
れ
坐
し

た
」、
つ
ま
り
、
伊
勢
の
尾
上
山
峰
に
て
薨
去
し
た
と
記
し
て
い
て
、

前
述
と
違
い
が
あ
る
。
こ
の
場
合
の
享
年
は
５
４
８
歳
と
い
う
勘

定
に
な
る
。 

  

記
述
し
て
い
る
西
暦
年
号
や
歳
は
言
い
伝
え
を
単
純
計
算
し

て
い
る
だ
け
で
、
神
代
の
時
代
の
、
根
拠
の
な
い
話
で
あ
る
。
同

様
史
料
と
比
較
す
る
と
計
算
誤
差
は
±
１
年
程
度
あ
る
。 

「倭
姫
命
世
記
」や
ま
と
ひ
め
の
み
こ
と
せ
い
き 

  

天
地
の
始
ま
り
か
ら
、
天
照
大
御
神
が
天
皇
と
同
床
共

殿
し
て
い
た
時
代
、
崇
神
天
皇
の
代
か
ら
始
ま
る
皇
大
神
宮

の
各
地
で
の
遷
座
（元
伊
勢
）と
現
在
地
への
遷
座
を
経
て
、

雄
略
天
皇
の
代
の
外
宮
鎮
座
に
至
る
倭
姫
命
が
関
わ
り
を

記
し
て
い
る
。
同
書
は
神
護
景
雲
２
年
（７
６
８
年
）、
「禰
宜

五
月
麻
呂
」
の
撰
と
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
鎌
倉
時
代

（１
１
８
５
～
１
３
３
３
年
）
の
中
期
に
お
い
て
、
外
宮

一
禰
宜

（西
川
原
長
官
）度
会
行
忠
（生
没 

嘉
禎
２
～
嘉
元
３
年
１

２
３
６
～
１
３
０
６
年
）が
編
纂
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
伊

勢
神
道
の
経
典
で
あ
る
「神
道
五
部
書
」
の
一
つ
で
あ
る
。 

「止
由
気
宮
儀
式
帳
」ゆ
け
じ
ん
ぐ
う
ぎ
し
き
ち
ょ
う 

  

豊
受
大
神
宮
（外
宮
）に
関
す
る
儀
式
書
で
あ
り
、
皇
大

神
宮
（内
宮
）に
関
す
る
儀
式
書
で
あ
る
「皇
太
神
宮
儀
式

帳
」と
共
に
、
総
称
し
て
「延
暦
儀
式
帳
」と
い
う
。
平
安
時

代
、
延
暦
２
３
年
（８
０
４
年
）に
成
立
し
、
現
存
す
る
伊
勢

神
宮
関
係
の
記
録
と
し
て
は
最
古
の
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

倭 

姫 

命 

御 
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そ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
る
た
め
、
倭
姫
命
が
ど
こ
で
薨
去
し

た
か
、
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
る
の
は
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
ろ
う
。  

こ
の
問
い
に
関
し
て
、
外
宮
権
禰
宜
で
神
宮
教
院
教
導
職
だ
っ

た
松
木
時
彦
（生
没
安
政
５
～
昭
和
９
年
１
８
５
８
～
１
９
３
４

年
）著
、
「正
続
神
都
百
物
語
続
編
」
（昭
和
７
年
発
行
）
「８
５
、

尾
部
御
陵
」に
よ
る
と
、
倭
姫
命
薨
去
の
地
に
は
、
前
述
に
あ
っ

た
よ
う
に
、
古
く
か
ら
２
説
あ
る
と
い
う
。 

 
 

一
つ
は
、
「皇
太
神
宮
儀
式
帳
」よ
る
、
日
本
武
尊
に
草
薙
剣

を
授
け
て
い
た
後
の
景
行
天
皇
４
０
年
（１
１
１
年
、
１
８
８
歳
）

の
時
、
「倭
姫
内
親
王
は
朝
廷
に
還
り
参
り
上
る
」と
あ
る
こ
と

か
ら
、
景
行
天
皇
２
０
年
（Ａ
Ｄ
９
１
年
、
１
６
０
歳
）
の
時
に
帰

京
し
て
引
退
し
、
８
年
後
の
景
行
天
皇
２
８
年
（９
９
年
）
に
来

勢
し
て
日
本
武
尊
に
草
薙
の
剣
を
手
渡
し
、
１
２
年
後
の
景
行

天
皇
４
０
年
（１
１
１
年
、
１
８
０
歳
）
の
時
、
再
び
帰
京
し
、
そ
の

後
、
京
の
地
で
薨
去
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
な
説
（帰
京
説
）。 

 
 

も
う

一
つ
は
、
「倭
姫
命
世
記
」
の
記
述
通
り
で
、
神
都
伊
勢

の
尾
上
峰
に
隠
れ
た
（薨
去
）と
す
る
説
。
（尾
上
峰
説
） 

で
あ
る
。 

 
 

帰
京
説
は
、
内
宮
の
識
者
や
国
の
学
者
が
提
唱
し
て
い
た
が
、

特
に
、
外
宮
神
職
で
国
学
者
で
も
あ
っ
た
御
巫
み
か
な
ぎ

清
直
（生

没 

文
化
９
～
明
治
２
７
年
１
８
１
２
～
１
８
９
４
年
）
も
そ
れ
に

賛
同
し
て
、
彼
の
著
「大
神
宮
本
紀
帰
正
抄
」や
「度
会
県
下
陵

墓
考
」で
帰
京
説
を
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
真
実
な

ら
ば
、
「倭
姫
命
世
記
」
の
記
述
に
あ
る
、
景
行
天
皇
の
時
に
内

宮
に
お
い
て
倭
姫
命
が
日
本
武
尊
に
草
薙
の
神
剣
を
授
受
し
た

と
い
う
記
述
を
ど
う
み
る
の
か
？
と
い
う
問
い
に
、
内
宮
禰
宜

で
国
学
者
で
あ
っ
た
、
益
谷
末
寿
（生
没 

明
和
元
～
文
政
１
１

年
１
７
６
４
～
１
８
２
８
年
） 

は
、
神
剣
を
授
受
す
る
た
め
に
倭



姫
命
が
わ
ざ
わ
ざ
大
和
か
ら
伊
勢
の
地
に
参
向
し
た
の
だ
と
論

じ
た
。 

 
 

一
方
、
尾
上
峰
説
は
外
宮
派
の
学
者
が
主
張
し
た
。
帰
京
説

を
唱
え
て
い
た
御
巫
清
直
も
遂
に
自
説
を
翻
し
、
「尾
部
御
陵

紀
原
」を
著
作
し
て
正
反
対
な
考
証
を
提
唱
し
、
遂
に
論
争
に

決
着
し
た
と
い
わ
れ
る
。 

 
 

し
か
し
、
薨
去
の
地
は
「伊
勢
」
に
決
ま
っ
た
と
は
言
え
、
尾

上
山
峰
は
「ど
こ
か
」と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

  

「尾
上
山
」
の
所
在
地
を
求
め
て
江
戸
時
代
か
ら
多
く
の

人
々
が
探
求
し
て
き
た
が
諸
説
あ
っ
た
。 

「尾
上
お
べ

山
」は
、
尾
部
・小
部
・玄
扈
げ
ん
こ

（土
地
の
名
？
）と
も

言
い
、
や
や
こ
し
い
。
ま
た
隠
岡
、
隠
丘
と
も
言
っ
た
所
で
あ
り
、

南
北
方
向
は
古
市
街
道
か
ら
北
に
御
幸
道
路
ま
で
、
東
西
方

向
は
西
の
隠
岡
遺
跡
を
含
み
、
一
誉
坊
墓
地
か
ら
東
の
地
獄

谷
ま
で
、
つ
ま
り
今
の
尾
上
町
の
北
、
倭
町
周
辺
の
丘
陵
地
帯
、

つ
ま
り
倭
町
の
辺
り
を
い
う
と
思
わ
れ
る
。 

  

尾
上
の
名
に
つ
い
て
は

一
説
に
、
そ
の
地
は
南
面
の
方
に
山
が

続
い
て
い
て
、
そ
の
山
の
「尾
」
に
あ
た
る
土
地
だ
か
ら
、
そ
の
よ

う
な
名
が
つ
い
た
と
言
わ
れ
（伊
斎
旧
蹟
書
）
、
一
説
で
は
倭
姫

命
が
隠
れ
た
石
室
が
玄
扈
で
、
玄
扈
が
尾
部
と
訓
読
み
す
る
の

で
、
そ
う
称
さ
れ
た
と
も
言
う
（神
境
紀
談
、
毎
事
問
）
。
あ
る

い
は
尾
上
山
は
御
贄
川
お
ん
べ
が
わ

に
対
し
て
そ
う
呼
ば
れ
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
「勢
陽
俚
談
」に
も
小
部
御
陵
お
べ
ご
り
ょ
う

、
御
贄
御
陵

お
べ
ご
り
ょ
う

が
交
互
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

  

そ
の
周
辺
各
所
に
倭
姫
命
陵
墓
と
称
さ
れ
る
諸
説
が
あ
る
。 

○
（赤
門
寺
）
正
寿
院
（岩
渕
町
字
前
田
）境
内
の
石
槨 

（「勢
陽
五
鈴
遺
響
」、
「神
都
名
勝
誌
」に
よ
る
） 

○
南
丘
の
上
に
あ
る
妙
見
町
の
正
住
院
の
石
窟 

（同
名
寺
は
岡
本
町
字
向
山 

明
治
元
年
廃
寺
が
あ
る

が
位
置
が
違
う
。
寿
巌
院
入
門
寺
か
？
） 

○
小
田
橋
の
東
南
方
向
に
あ
る
天
福
寺
の
幽
林
。 

（天
福
寺
は
常
明
寺
の
別
称
で
は
あ
る
が
、
方
向
が
違

う
。
こ
れ
も
寿
巌
院
入
門
寺
か
？
） 

○
天
福
寺
山
の
頂
き
に
巌
上
石
づ
み
の
宮 

こ
の
辺
り
の
地
主
は
山
の
木
を
切
ら
ず
に
鳥
居
な
ど
を
建

て
る
な
ど
も
し
て
い
る
よ
う
だ
。
（常
明
寺
岩
窟
か
？
） 

○
経
ヶ
峰
（妙
見
堂
の
東
南
の
山
）
の
頂
上 

○
八
幡
山
（妙
見
堂
の
西
、
虎
尾
山
の
さ
ら
に
西
の
山
）、 

○
隠
山
（尾
上
山
の
別
称
で
常
明
寺
山
か
？
） 

○
妙
見
町
人
家
の
東
裏
に
一
つ
の
社
地
の
垣
根
が
あ
る
が
、 

そ
れ
も
石
隠
い
わ
が
く
れ

の
地
と
い
う
。 

 
 

し
か
し
、
最
も
有
力
な
の
が
倭
町
の
南
端
に
あ
る
元
常
明
寺

の
岩
窟
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
「伊
勢
参
宮
名
所
図
会 

第
４

巻
」が
掲
載
し
て
い
る
常
明
寺
境
内
の
図
会
に
は
、
「阿
か
井
」
の

そ
ば
に
「岩
窟
」が
あ
る
。
参
考
に
さ
れ
た
い
。 

「伊
勢
参
宮
名
所
図
会
」 

寛
政
９
年
（１
７
９
７
年
）
に
京
都
・大
阪
の
版
元
か
ら
刊
行

さ
れ
た
本
編
５
巻
６
冊
、
附
録
１
巻
２
冊
、
合
計
８
冊
か
ら

な
る
伊
勢
参
宮
の
案
内
書
。
秋
里
籬
島
・秦 

石
田
の
著
述
、

蔀 

関
月
・西
村
中
和
の
作
画
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

伊
勢
参
宮
名
所
図
会
「常
明
寺
」
の
「阿
か
井
」と
「岩
窟
」 

 



「伊
勢
参
宮
名
所
図
会
」
の
解
説
を
そ
の
ま
ま
意
訳
す
る
。 

尾
上
山
お
べ
や
ま 

古
く
は
隠
岡
か
く
れ
の
お
か

と
い
う
。
倭
姫
命
薨
去
の
地
で
あ
る
の

で
万
葉
集
や
代
々
の
撰
書
に
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

寛
文
年
中
（１
６
６
１
～
７
３
年
）
に
、
尾
上
社
と
し
て
倭
姫

命
の
社
が
再
建
さ
れ
た
が
破
却
さ
れ
、
今
は
誰
が
建
て
た
か

分
か
ら
な
い
が
社
が
あ
る
。
隠
岡
は
、
昔
よ
り
寛
文
の
頃
ま
で

は
墓
地
だ
っ
た
。
今
は
、
墓
地
は
山
の
東
に
移
さ
れ
た
（現
在

の
倭
町
共
同
墓
地
か
）。 

罪
を
犯
す
者
が
い
れ
ば
、
こ
の
山
に
引
出
し
て
、
罵
り
、
辱
め

て
追
放
し
、
あ
る
い
は
谷
に
投
げ
落
と
し
た
と
い
う
。
今
は
こ

の
場
所
を
「地
獄
谷
」と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
古
い
時
代
の

話
で
あ
り
、
慶
安
・寛
文
（１
６
４
８
～
７
３
年
）
の
近
頃
ま
で

は
、
こ
の
山
の
「こ
め
野
ケ
池
」と
い
う
所
は
死
刑
場
で
あ
っ
た

が
、
こ
れ
も
ま
た
他
郷
に
移
さ
れ
、
そ
の
他
、
山
田
市
中
に
隣

接
し
た
多
く
の
寺
院
や
外
宮
境
内
で
住
ん
て
い
た
人
家
も
代

替
地
を
与
え
ら
れ
て
移
動
し
た
。
ま
た
，
地
獄
谷
の
名
前
は
、

昔
、
十
石
を
寄
付
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
寺
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
「十
石
谷
」と
も
言
わ
れ
た
と
い
う
説
も
あ
る
。 

隠
山
か
く
れ
や
ま 

妙
見
町
と
尾
部
坂
と
の
間
の
北
に
あ
る
山
を
い
う
。
古
記
に

は
、
貞
観
年
中
（８
５
９
～
７
７
年
、
平
安
時
代
）
、
妙
見
星
の

像
を
尾
上
陵
お
べ
み
さ
さ
ぎ

よ
り
西
の
小
田
岡
崎
の
宮
（妙
見
堂
）

に
据
え
て
奉
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
（隠
山
は
）
妙
見
堂
よ

り
東
に
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
世
紀
に
は
、
雄
略
天
皇
２
３
年

（４
７
９
年
）
の
春
２
月
、
倭
姫
命
が
尾
上
山
の
峰
で
退
き
、
石

隠
れ
し
た
こ
と
か
ら
、
尾
上
山
を
隠
れ
の
山
と
い
う
。 

常
明
寺 

高
日
山
法
楽
院
と
い
う
。
間
の
山
よ
り
北
に
あ
っ
た
。
当
所

（伊
勢
）
第
三
の
大
寺
で
あ
る
。
本
尊
は
薬
師
如
来
、
天
台
宗

（も
と
真
言
宗
で
あ
っ
た
が
、
寛
永
年
中
（１
６
２
４
～
４
４

年
）
天
台
宗
に
改
宗
し
て
い
る
）
で
、
額
は
後
陽
成
ご
よ
う
ぜ
い

院

の
ご
宸
翰
し
ん
か
ん

で
あ
る
。
本
堂
や
山
門
は
雄
大
で
お
ご
そ
か

で
あ
っ
た
。
聖
徳
太
子
の
建
立
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

地
は
尾
上
陵
の
方
角
に
相
応
し
て
い
て
古
く
か
ら
、
尾
上
寺
お

べ
て
ら

、
あ
る
い
は
泉
寺
、
ま
た
は
天
福
寺
な
ど
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。
尾
部
坂
に
あ
る
か
ら
尾
上
寺
と
い
う
。
「あ
か
井
」
の
清

水
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「泉
寺
」
の
名
も
あ
る
。
そ
の
後
、
廃
寺

と
な
っ
た
が
、
天
福
年
中
（１
２
３
３
～
４
年
）
に
再
興
さ
れ
、

「天
福
寺
」
と
い
っ
た
。
今
は
檜
垣
家
常
明
つ
ね
あ
き
ら

が
再
建
し

た
の
で
常
明
寺
と
い
っ
て
い
る
。
（尾
部
坂
は
、
今
の
倭
町
の
中

央
部
に
あ
る
長
い
峰
坂
を
言
う
の
か
も
知
れ
な
い
？
） 

阿
か
井 

常
明
寺
庫
裡
の
東
の
、
竹
林
の
中
に
あ
る
。
こ
の
辺
り
の
地
名

を
全
て
あ
か
井
と
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
泉
寺
と
い
う
名
が
あ

る
。 

岩
窟 こ

れ
を
倭
姫
命
の
岩
隠
の
窟
い
わ
や

と
い
う
。
こ
の
寺
の
山
門
の

西
端
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
妙
見
町
人
家
の
東
裏
に

一
つ
の
社
地
の
垣
根
が
あ
る
が
、
そ
れ
も
石
隠
い
わ
が
く
れ

の
地
と

い
う
。
あ
る
い
は
、
妙
見
町
正
住
院
の
内
の
石
窟
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
天
福
寺
山
の
頂
き
に
巌
上
石
積
み
の
宮
が
あ

る
。
こ
の
辺
り
の
地
主
は
山
の
木
を
切
ら
ず
、
鳥
居
を
立
て
て

い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
定
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
。 

尾
部
社
お
べ
の
や
し
ろ 

（内
宮
に
向
か
っ
て
）
（古
市
）
街
道
よ
り
左
（＝
北
）
、
妙
見
堂

の
東
に
あ
っ
た
。
祭
神
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
倭
姫
命
の
可

能
性
が
高
い
。
「神
祇
本
源
」に
よ
る
と
、
泉
寺
の
西
に
あ
っ
た

と
い
う
が
泉
寺
が
廃
寺
に
な
っ
て
久
し
い
の
で
わ
か
ら
な
い
。

あ
る
説
に
よ
る
と
泉
寺
は
常
明
寺
の
一
名
で
、
つ
ま
り
、
倭
姫

命
の
石
隠
れ
の
地
で
あ
る
の
で
、
小
さ
な
祠
ほ
こ
ら

が
あ
り
、
そ

れ
を
尾
部
社
と
い
っ
た
（倭
姫
命
の
祠
）。 

「尾
上
山
」
の
条
、
参
照
の
こ
と
。 

隠
池
か
く
れ
の
い
け 

尾
部
坂
よ
り
南
の
続
き
の
上
方
に
あ
り
、
俗
に
、
不
動
池
と

い
う
。
こ
れ
は
古
く
か
ら
「隠
池
」と
言
っ
て
い
る
が
確
証
は
な

い
。
こ
の
池
の
岸
に
巨
石
が
あ
っ
た
。
水
底
に
は
弘
法
大
師
が



彫
刻
し
た
と
い
う
不
動
尊
が
あ
る
。
干
ば
つ
の
時
に
、
こ
の
不

動
尊
が
現
れ
れ
ば
雨
が
降
る
と
い
う
。
（現
在
の
中
之
町
公

園
の
池
か
？
隠
山
と
の
繋
が
り
は
な
い
？
） 

神
萱
落
社
か
ん
か
や
お
と
し
の
や
し
ろ 

常
明
寺
の
西
に
あ
り
、
神
祇
本
源
じ
ん
ぎ
ほ
ん
げ
ん

に
は
、
尾
上
寺

の
前
（北
）
に
あ
っ
た
と
い
う
。
祭
礼
は
正
月
８
日
と
１
２
月
１

０
日
の
両
日
で
あ
る
。
外
宮
の
末
社
で
あ
る
た
め
、
度
会
神
主

や
神
楽
衆
が
勤
め
た
。
神
官
が
馬
に
乗
っ
て
参
向
し
た
。
そ
の

様
子
は
様
々
だ
が
省
略
す
る
。
ま
た
、
男
女
陰
形
の
餅
を
蒔

い
た
（子
授
け
餅
ま
き
神
事
）。
世
俗
で
は
、
子
が
な
い
者
が
そ

れ
を
拾
う
と
子
が
得
ら
れ
る
と
い
わ
れ
た
。
行
事
の
終
わ
り

に
は
住
職
が
本
堂
に
て
読
経
し
た
。
神
職
は
始
終
、
応
対
し

な
い
で
座
っ
て
い
る
だ
け
で
鼓
吹
こ
す
い(

意
見
や
思
想
を
盛
ん
に
主
張
し
、
相

手
に
吹
き
こ
む
こ
と
。)

し
た
。
（外
宮
の
禰
宜
だ
っ
た
度
会
氏
が
子
孫

繁
栄
を
願
い
祀
っ
た
神
社
で
、
祭
神
は
大
物
主
命
・宇
迦
魂

神
・三
輪
大
神
・倭
姫
命
で
あ
る
。
） 

 

こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
、 

尾
上
山
＝
隠
岡
＝
隠
山
＝
常
明
寺
の
あ
る
山
＝
あ
か
井 

尾
上
寺
＝
泉
寺
＝
天
福
寺
＝
常
明
寺 

と
成
る
と
思
わ
れ
、
こ
の
解
説
で
は
、
同
意
異
語
と
思
わ
れ

る
語
彙
が
錯
綜
し
て
い
て
、
混
乱
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

    

図
会
中
の
記
述
解
説 

金
毘
羅 

金
刀
比
羅
神
社
こ
と
ひ
ら
じ
ん
じ
ゃ

の
意
。
主
祭
神
は
大
物
主
神
で
、

海
運
業
者
や
商
人
に
よ
っ
て
信
仰
が
厚
か
っ
た
。
金
毘
羅
は

「儀
軌
」に
記
載
さ
れ
て
い
る
尊
名
の
中
か
ら
選
び
だ
さ
れ
た

二
十
八
部
衆
の
一
神
で
あ
る
。 

應
徳
毘
多
神 

薩
和
羅
神 

二
十
八
部
衆
の
二
神
で
あ
る
。 

そ
の
他
、
「本
堂
天
井
に
吉
田
兼
好
の
落
書
き
あ
り
、
等
」、
「稲

荷
」、
「古
社
」、
「天
～
（不
明
）
」
の
記
述
あ
り
。 

 

 
 

そ
の
他
の
常
明
寺
及
び
尾
部
御
陵
に
関
す
る
史
料
を
時
系

列
的
に
羅
列
し
て
み
る
。 

 

継
体
朝
（５
０
７
～
５
３
１
年
）、
外
宮
神
主
度
会
二
門
の
氏
寺 

と
し
て
常
明
寺
が
草
創
さ
れ
た
。 

長
徳
３
年
（９
９
７
年
）
の
「類
聚
神
祇
本
源
」に
は
、
外
宮
田 

（山
田
）
社
３
３
前
の
中
に
、
「尾
上
社
は
泉
寺
の
西
に
在
り
、

神
落
萱
社
は
尾
上
寺
の
前
あ
り
」と
あ
る 

永
保
２
年
（１
０
８
２
年
）
の
書
写
奥
書
の
あ
る
『高
庫
蔵
等
秘 

抄
』に
は
す
で
に
尾
部
の
御
陵
の
記
事
が
見
ら
れ
る 

平
安
時
代
（～
１
１
８
５
年
）
末
期
の
光
明
寺
所
蔵
文
書
に
は
、 

常
明
寺
の
寺
名
が
見
え
る
。
隠
岡
遺
跡
は
弥
生
時
代
の
遺
跡

で
も
あ
る
が
、
そ
の
頃
に
は
、
「尾
上
長
お
の
え
の
か
み

」と
称
さ
れ

た
外
宮
禰
宜
、
度
会
康
平
、
彦
晴
、
貞
雄
な
ど
の
禰
宜
層
の

居
住
地
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
常
明
寺
の
敷

地
は
隠
岡
遺
跡
に
及
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

文
治
２
年
（１
１
８
６
年 

鎌
倉
時
代
初
期
）、
東
大
寺
再
興
を 

祈
祷
す
る
た
め
、
同
寺
（常
明
寺
）
の
僧
６
０
人
を
引
き
連
れ

大
神
宮
に
参
詣
し
た
。
俊
乗
坊
重
源
は
常
明
寺
で
外
宮
法

楽
供
養
（大
般
若
経
を
転
読
）を
し
て
い
る
。 

建
久
４
年
（１
１
９
３
年
）、
「東
大
寺
衆
徒
参
詣
伊
勢
大
神
宮 

記
」
に
よ
る
と
、
参
詣
時
の
大
般
若
経
二
部
は
常
明
寺
に
安

置
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
時
代
に
は
既
に
、
か
な
り
大
き
な

寺
院
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

鎌
倉
末
期
（１
３
３
０
年
頃
）に
成
立
し
た
「高
庫
蔵
等
秘
抄
」に 

は
す
で
に
尾
部
御
陵
の
記
事
が
見
ら
れ
、
所
引
の
「岩
屋
本

縁
」に
は
、
「妙
見
星
童
形
像
を
得
て
、
尾
部
御
陵
以
西
の
小

田
岡
崎
宮
の
霊
地
に
居
え
奉
り
、
氏
人
の
繁
栄
を
祈
る
」と

あ
る
。
小
田
岡
崎
宮
が
尾
上
町
に
あ
る
妙
見
堂
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
東
に
あ
た
る
に
尾
部
御
陵
（常
明
寺
の
岩
窟
）が

あ
り
、
倭
姫
命
の
墓
と
周
知
さ
れ
て
い
る
存
在
に
な
っ
て
い
た

が
わ
か
る
。
所
在
地
の
「隠
岡
」
も
こ
の
石
隠
れ
の
伝
承
に
よ

っ
て
い
る
。 

江
戸
時
代
初
期
（１
６
０
３
年
以
降
）
の
『
神
風
小
名
寄
』、
『太 



神
宮
神
道
或
問
』な
ど
で
は
倭
姫
御
陵
と
し
て
見
え
る
。 

寛
永
年
中
（１
６
２
４
～
４
４
年
）に
常
明
寺
は
も
と
真
言
宗
で 

あ
っ
た
が
天
台
宗
に
改
宗
し
て
い
る
。 

寛
文
年
間
（１
６
６
１
～
７
３
年
）、
常
明
寺
住
職 

祐
海
法
師 

や
累
代
神
宮
大
宮
司
中
の
名
宮
司
と
い
わ
れ
た
、
大
宮
司
で

朝
臣
の
河
辺
精
長
（生
没 
慶
長
６
～
貞
享
５
年
１
６
０
１
～

１
６
８
８
年
）
や
そ
の
顧
問
官
で
外
宮
権
禰
宜
の
出
口
延
佳

（生
没 

元
和
１
～
元
禄
３
年
１
６
１
５
～
１
６
９
０
年
）
ら
が

常
明
寺
の
岩
窟
を
「尾
部
御
陵
」、
即
ち
、
倭
姫
命
の
陵
墓
だ

と
特
に
主
張
し
始
め
た
。
（外
宮
派
の
学
者
は
尾
上
峰
説
を

主
張
し
た
）
。
他
の
説
は
圧
倒
さ
れ
、
明
治
時
代
ま
で
影
響

し
て
、
前
述
の
御
巫
氏
も
自
説
を
翻
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。 

元
治
２
年
（１
８
６
５
年
）、
御
巫
氏
は
、
尾
部
御
陵
は
常
明
寺
の 

岩
窟
だ
と
主
張
し
て
、
内
密
書
を
両
神
宮
に
発
送
し
て
回
答

を
要
求
し
て
い
る
。 

 

「伊
勢
参
宮
名
所
図
会
」
（寛
政
９
年
（１
７
９
７
年
）
京
都
・

大
阪
の
版
元
か
ら
刊
行
）に
は
、
常
明
寺
図
会
が
掲
載
。 

江
戸
時
代
に
３
回
、
尾
部
御
陵
は
古
墳
と
し
て
発
掘
さ
れ
て
い 

る
。
明
治
２
２
年
以
前
（
＝
江
戸
時
代
）
の
発
掘
で
は
、
銅

環
・鈴
・須
恵
器
（有
蓋
高
坏
・提
瓶
・横
瓶
・㳶
）
・金
環
・銀

環
、
金
銅
製
の
鈴
が
出
土
し
た
と
い
う
。
出
土
遺
物
か
ら
す

る
と
、
６
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
に
あ
た
る
。 

明
治
元
年
（１
８
６
８
年
）、
常
明
寺
は
廃
仏
毀
釈
の
た
め
廃
寺 

と
な
り
、
堂
舎
は
破
却
さ
れ
、
寺
宝
等
は
散
逸
し
て
い
る
。

「常
明
寺
門
前
町
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
町
名
を
仏
教
地
名
を

廃
し
、
倭
姫
命
に
由
来
し
て
「倭
町
」と
変
更
し
た
。 

明
治
２
２
年
（１
８
８
９
年
）
の
御
巫
清
直
の
『
尾
部
御
陵
紀
原
』 

に
よ
れ
ば
、
尾
部
御
陵
は
、 

横
穴
式
で
、
石
室
を
有
す
る
高
さ
１
．
８
ｍ
、
東
西
６
ｍ
・南

北
１
２
ｍ
ほ
ど
の
古
墳
で
あ
る
が
、
墳
形
不
明
で
、
江
戸
時

代
に
は
前
方
後
円
と
す
る
説
も
あ
っ
た
。 

明
治
２
３
年
（１
８
９
０
年
）第
４
回
尾
上
町
虎
尾
山
古
墳
群
発 

掘
。
倭
姫
命
の
尾
上
山
墓
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
。 

明
治
３
１
年
（１
８
９
８
年
）第
５
回
尾
上
町
虎
尾
山
古
墳
群
発 

掘
。
『
尾
部
御
陵
起
源
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
年
間
の
発
掘
で
は
、

銅
環
・鈴
・須
恵
器
な
ど
が
出
土
し
た
と
い
う
。 

明
治
３
７
年
（１
９
０
４
年
）
７
月
、
伊
勢
新
聞
に
、
「倭
姫
命
陵 

墓
調
査
に
在
東
京
帝
国
大
学
古
蹟
調
査
会
の
中
山
憲
信
、

高
橋
二
三
雄
氏
が
来
田
（宇
治
山
田
）
調
査
」と
報
じ
ら
れ
て

い
る
。 

明
治
４
０
年
（１
９
０
７
年
）１
０
月
、
「今
回
、
宮
内
省
で
御
陵 

墓
を
制
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
諸
陵
頭
山
口
氏
等
は
来
勢
し
、

倭
町
金
比
羅
境
内
の
古
墳
を
詳
細
に
調
査
。
こ
れ
を
鑑
定

す
る
の
で
近
日
御
陵
墓
の
工
事
に
着
手
と
い
う
。 

同
年
、
神
苑
会
が
御
幸
道
路
造
成
に
着
工
（同
４
３
年
に
竣

工
）
。
そ
の
時
、
常
明
寺
中
央
を
貫
く
切
通
し
が
造
成
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
切
通
し
で
分
断
さ
れ
る
前
の
こ
の

場
所
は

一
体
の
丘
陵
地
で
、
古
市
か
ら
下
っ
た
坂
道
は
現
、

浄
明
寺
（旧
浄
久
寺
、
あ
る
い
は
旧
東
本
願
寺
）
の
先
で
西
側

へ左
折
し
、
一
与
坊
墓
地
を
左
手
に
見
な
が
ら
北
の
二
見
街

道
に
抜
け
る
西
の
坂
し
か
な
か
っ
た
。 

明
治
４
２
年
（１
９
０
９
年
）に
大
北
亀
太
郎
な
ど
の
地
元
有
志 

の
運
動
に
よ
り
、
と
の
記
述
も
あ
る
が
、
松
木
時
彦
著
「正

続
神
都
百
物
語
続
編
」
（昭
和
７
年
発
行
）
８
５
尾
部
御
陵

に
は
、
同
年
４
月
１
３
日
、
三
重
県
告
示
第
１
５
１
号
に
お
い

て
、
「宇
治
山
田
市
大
字
倭
町
共
有
山
林
内
の
古
墳
、
元
常

明
寺
山
は
（倭
姫
）
陵
墓
伝
説
地
と
し
て
宮
内
省
に
お
い
て

保
存
せ
ら
る
、
と
あ
り
、
ま
た
、
伊
勢
市
史
考
古
編
Ｐ
．
１
１

に
よ
る
と
、
同
年
に
倭
町
常
明
寺
境
内
に
所
在
し
た
尾
部

古
墳
が
「宇
治
山
田
墓
」
（倭
姫
命
墓
参
考
地
）と
し
て
治
定

さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
、
と
あ
る
。 

大
正
５
年
（１
９
１
６
年
）
頃
、
第
６
回
尾
上
町
虎
尾
山
古
墳
群 

発
掘
。
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。 

大
正
１
０
年
（１
９
２
１
年
）実
測
図
に
よ
れ
ば
墳
丘
は
方
形
で 

横
穴
式
石
室
が
南
方
向
に
開
口
し
た
（現
在
は
非
開
口
）。 

昭
和
３
年
（１
９
２
８
年
）１
０
月
、
宮
内
省
に
よ
り
埋
葬
地
と
伝 



え
ら
れ
る
古
墳
が
倭
姫
の
陵
墓
参
考
地
に
治
定
さ
れ
、
現
在

は
宮
内
庁
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い
る
、
と
の
記
述
が
、
瑞
垣 

令
和
５
年
初
夏
号
（２
５
５
）
「倭
姫
宮
の
御
鎮
座
に
つ
い
て
」

（神
宮
宮
掌 
小
川
倫
太
郎
）
や
フ
リ
ー
百
科
事
典
ウ
ィ
キ
ペ

デ
ィ
ア
に
も
み
ら
れ
る
が
、
明
治
４
２
年
と
の
差
異
は
解
ら

な
い
。 

  
 

平
成
２
４
年
版
伊
勢
市
史
考
古
編
３
９
１
ペ
ー
ジ
、
２
５
１

「尾
部
古
墳
」に
よ
る
発
掘
調
査
結
果
は
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ

れ
て
い
る
。 

常
明
寺
の
発
掘
調
査
結
果
と
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
の
境
内

図
と
照
合
す
る
と
、
江
戸
時
代
の
境
内
は
市
道
東
側
に
存

在
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
現
在
の
金
毘
羅
神
社
の
位
置
が

本
堂
の
あ
っ
た
位
置
か
。
付
近
に
近
世
瓦
が
散
布
す
る
。
発

掘
調
査
で
確
認
さ
れ
た
南
面
す
る
総
柱
式
掘
立
柱
建
物
は

常
明
寺
名
初
見
の
時
期
と

一
致
し
、
平
安
時
代
の
常
明
寺

の
遺
構
と
考
え
て
問
題
は
な
い
。
北
東
側
に
さ
ら
に
大
き
な

総
柱
式
掘
立
柱
建
物
の
存
在
が
想
定
で
き
、
そ
の
多
く
は
明

治
以
降
に
削
平
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
現
在
、

台
地
東
側
の
谷
間
に
「日
蓮
上
人
誓
い
の
井
」
と
呼
ば
れ
る

井
戸
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
常
明
寺
の
「閼
加
井
あ
か
い

」
（法
会
に

用
い
る
聖
水
の
井
戸
）で
あ
る
、
と
の
報
告
が
見
ら
れ
る
。 

 

考
察 

  

伊
勢
参
宮
名
所
図
会
「常
明
寺
」
の
建
物
の
配
置
を
現
在
の

地
図
に
当
て
は
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
、
そ
の
位
置
と
記

述
を
対
比
し
て
み
る
。 

図
会
の
挿
絵
の
、
常
明
寺
庫
裏
の
配
置
と
比
較
す
る
と
、 

合
致
し
て
い
な
い
の
は
、 

○
尾
部
社
は
泉
寺
（＝
常
明
寺
）
の
西
に
あ
り
。 

○
岩
窟
は
（常
明
寺
）
山
門
の
西
の
端
に
あ
る
。 

合
致
し
て
い
る
の
は
、 

○
妙
見
堂
は
尾
上
陵
よ
り
西
に
あ
っ
た
。 

○
尾
部
社
は
（古
市
）街
道
の
左
、
妙
見
堂
の
東
に
あ
り
。 

○
神
萱
落
社
は
尾
上
寺
（本
堂
）
の
前
に
あ
り
。 

○
神
萱
落
社
は
常
明
寺
の
西
に
あ
り
。 

○
阿
か
井
は
庫
裏
の
東
。
竹
林
の
内
に
あ
り
。 

○
現
在
、
倭
姫
命
陵
墓
参
考
地
の
古
墳
の
位
置
。 

  

合
致
し
て
い
な
い
記
述
も
あ
る
が
、
時
代
の
違
い
に
よ
る
建
物

の
形
状
が
異
な
っ
て
き
た
と
理
解
す
る
と
、
今
回
の
作
図
は
、
寛

政
９
年
（１
７
９
７
年
）伊
勢
参
宮
名
所
図
会
作
成
時
の
常
明
寺

の
配
置
と
比
較
し
て
、
大
き
な
疑
問
を
抱
く
こ
と
は
な
い
よ
う

に
考
え
る
が
？ 

  
 

平
成
２
４
年
版
伊
勢
市
史
考
古
編
３
９
１
ペ
ー
ジ
、
２
５
１

「尾
部
古
墳
」
の
報
告
は
、
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の

内
容
に
疑
義
は
な
い
と
は
思
わ
れ
る
が
、
俄
に
納
得
し
難
い
疑

問
点
も
あ
る
。
疑
問
点
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
。 

○
江
戸
時
代
の
境
内
は
市
道
東
側
に
存
在
す
る
。 

御
幸
道
路
は
県
道
２
２
号
線
で
あ
る
の
で
、
市
道
と
は

ど
れ
か
？

一
誉
坊
墓
地
東
の
道
な
ら
ば
疑
問
は
な
い
。 

○
現
在
の
金
毘
羅
神
社
の
位
置
が
本
堂
の
あ
っ
た
位
置
。 

私
案
も
近
い
位
置
に
あ
る
。 

○
南
面
す
る
総
柱
式
掘
立
柱
建
物 

建
物
が
本
堂
で
あ
れ
ば
疑
問
な
い
。 

○
北
東
側
に
さ
ら
に
大
き
な
総
柱
式
掘
立
柱
建
物
あ
り
。 

ど
こ
の
北
東
側
か
？
本
堂
北
東
側
だ
と
し
た
ら
、
そ
こ

に
は
谷
が
あ
っ
た
の
で
な
な
い
か
？ 

○
台
地
東
側
の
谷
間
に
「日
蓮
上
人
誓
い
の
井
」と
呼
ば
れ 

る
井
戸
は
、
こ
れ
は
常
明
寺
の
「閼
加
井
あ
か
い

」で
あ
る
。 

  

現
在
の
「日
蓮
上
人
誓
い
の
井
」は
前
述
の
地
獄
谷

の
底
に
あ
る
。
し
か
し
、
「伊
勢
参
宮
名
所
図
会
」
の
常

明
寺
版
画
の
「阿
か
井
」は
寺
と
同
じ
平
面
か
、
傾
斜
地

で
本
堂
よ
り
南
に
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
同

一
視
す
る
に

は
困
難
が
あ
る
よ
う
に
考
え
る
。
従
っ
て
、
常
明
寺
本

堂
が
位
置
す
る
地
形
は
、
明
治
以
降
に
削
平
さ
れ
た
の 



伊
勢
参
宮
名
所
図
会
「常
明
寺
」  

 

現
在
地
図
に
常
明
寺
を
配
置
し
て
み
る 

 

二見街道への曲がり角 

岩窟 

この切通しは御幸道路建設時に作られた 

は
、
切
通
し
だ
け
で
そ
の
他
の
常
明
寺
山
形
は
現
状
と

大
き
く
変
容
し
て
い
な
い
よ
う
に
考
え
る
が
？ 

  

ま
た
、
「閼
加
井
」
の
字
は
「伊
勢
参
宮
名
所
図
会
」で
は

「阿
（門
構
え
に
加
）
井
」
の
字
に
な
っ
て
い
る
。 

 

  

宇
治
山
田
市
史
に
お
い
て
、
前
述
、
松
木
時
彦
は
次
の
よ
う

に
語
っ
て
い
る
。 

  

倭
姫
の
神
都
薨
去
説
に
賛
同
は
す
る
け
れ
ど
、
「高
庫
蔵
等

秘
抄
（俗
に
い
う
、
岩
屋
本
縁
）
」
に
み
る
尾
部
御
陵
を
真
の
倭

姫
命
の
御
陵
だ
と
信
じ
る
訳
に
は
い
か
な
い
。 

こ
の
石
窟
は
諸
国
に
散
在
す
る
皇
族
の
御
陵
に
比
べ
て
規
模
が

小
さ
く
、
倭
姫
命
の
功
績
か
ら
考
え
て
、
倭
姫
命
の
御
陵
だ
と

は
考
え
難
い
。 

  

し
か
ら
ば
誰
の
御
陵
か
と
言
う
と
、
度
会
神
主
二
門
の
祖
で

あ
る
神
主
飛
鳥
で
は
な
い
か
と
思
う
。
常
明
寺
の
前
身
は
こ
の

陵
の
守
り
の
宿
舎
で
あ
っ
て
、
継
体
天
皇
の
御
代
の
創
建
だ
と
言

わ
れ
て
い
る
の
で
、
飛
鳥
は
丁
度
、
そ
の
頃
の
祀
官
で
あ
り
、
宮

本
村
大
字
藤
里
に
属
す
る
丸
山
と
言
う
所
に
い
た
田
上
大
水

神
社
は
度
会
神
主
四
門
の
祖
で
あ
っ
た
小
事
（飛
鳥
の
弟
）を
祀

っ
て
い
る
が
、
そ
の
墳
墓
と
構
造
等
が
似
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

  

ま
た
、
「二
所
太
神
尾
部
御
陵
図
」、
（御
巫
清
直
「尾
部
御

陵
紀
原
」
（大
神
宮
叢
書
「大
神
宮
神
事
考
證
」
）
、
「斎
宮
記
」
、

元
弘
２
年
（１
３
３
２
年
）
頃
成
立
の
「詔
刀
師
沙
汰
文
」に
よ
る

と
、
６
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
と
い
う
時
期
の
欽
明
朝
（５
３
９
～

５
７
０
年
）に
大
神
主
小
事
（度
会
氏
）
の
娘
で
斎
王
の
代
理
と

し
て
内
親
王
を
称
し
て
い
た
宮
子
が
お
り
、
宮
子
の
墓
と
も
考

え
ら
れ
る
と
も
い
う
。 

   

神
話
の
話
が
故
に
ま
だ
ま
だ
疑
問
は
尽
き
な
い
。 

     



倭
姫
宮 

  

倭
姫
宮
の
創
建
に
関
し
て
、
寛
政
９
年
（１
７
９
７
年
）
発
行

の
「伊
勢
参
宮
名
所
図
会
」に
は
、
次
の
記
述
が
あ
る
。 

尾
部
社
お
べ
の
や
し
ろ 

（古
市
）街
道
よ
り
左
（北
）、
妙
見
堂
の
東
に
あ
っ
た
。
祭
神

は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
倭
姫
命
な
の
だ
ろ
う
。
「神
祇
本
源
」

に
よ
る
と
、
泉
寺
の
西
に
あ
っ
た
と
い
う
が
泉
寺
が
廃
寺
に
な

っ
て
長
い
の
で
わ
か
ら
な
い
。
あ
る
説
に
よ
る
と
泉
寺
は
常
明

寺
の
一
名
で
、
つ
ま
り
、
倭
姫
命
の
石
隠
れ
の
地
で
あ
る
の
で
、

小
さ
な
祠
ほ
こ
ら

が
あ
り
、
そ
れ
を
尾
部
の
社
と
い
っ
た
（倭
姫

命
の
祠
）。 

  

つ
ま
り
、
妙
見
堂
の
北
東
に
あ
っ
て
、
倭
姫
命
の
石
隠
れ
の
地

で
あ
る
泉
寺
、
つ
ま
り
常
明
寺
の
西
に
あ
る
小
さ
な
祠
が
尾
部

社
、
つ
ま
り
倭
姫
命
の
祠
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 

  

  

倭
姫
宮
の
創
建
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
各
資
料
に
差
異
が
あ 

り
、
混
乱
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
時
系
列
的
に
整
理
し

て
み
る
と
次
の
ご
と
く
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。 

瑞
垣 

令
和
５
年
初
夏
号
（２
５
５
）
「倭
姫
宮
の
御
鎮
座
に
つ

い
て
」
（神
宮
宮
掌 

小
川
倫
太
郎
）に
は
、
尾
上
社
は
江
戸
時

代
初
期
に
は

一
時
的
に
廃
絶
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
後
に
再

興
さ
れ
、
明
治
時
代
に
岩
渕
町
に
鎮
座
す
る
箕
曲
中
松
原
み

の
な
か
ま
つ
ば
ら

神
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
。 

明
治
元
年
（１
８
６
８
年
）、
常
明
寺
は
廃
仏
毀
釈
の
た
め
廃
寺 

と
な
り
、
堂
舎
は
破
却
さ
れ
寺
宝
等
は
散
逸
し
た
。 

町
名
「常
明
寺
門
前
町
」は
仏
教
地
名
を
避
け
、
倭
姫
命
に

由
来
し
て
「倭
町
」と
変
更
し
た 

明
治
２
０
年
（１
８
８
７
年
）
頃
よ
り
宇
治
山
田
町
の
住
民
を
中 

心
に
、
倭
姫
命
を
祀
る
神
社
を
創
立
す
べ
き
と
い
う
声
が
高

ま
っ
た
。 

明
治
２
６
年
（１
８
９
３
年
）
５
月
『伊
勢
新
聞
』
の
記
事
、 

「宇
治
山
田
町
で
は
来
る
明
治
２
９
年
は
皇
太
神
宮
遷
宮
１

９
０
０
年
に
相
当
す
る
の
で
、
同
町
有
志
者
は
同
年
大
祭
典

を
挙
行
す
る
計
画
。
ま
た
、
佐
伯
順
氏
は
同
時
に
倭
姫
命
の

神
祠
を
造
営
す
る
こ
と
を
主
唱
し
、
主
意
書
を
印
刷
配
布
し

て
い
る
な
ど
」そ
の
後
の
流
れ
は
全
く
不
明
、
と
あ
る
。 

明
治
２
７
～
８
年
（１
８
９
４
～
５
年
）
の
頃
、
神
宮
宮
司
鹿
島
則 

文
が
、
多
気
郡
斎
宮
村
（現
在
の
明
和
町
）
の
斎
宮
寮
旧
趾

に
神
宮
の
別
宮
と
し
て
倭
姫
命
を
奉
祀
し
よ
う
と
当
時
の
政

府
に
要
望
し
た
が
果
た
せ
な
か
っ
た
。 

明
治
２
９
年
（１
８
９
６
年
）、
皇
太
神
宮
遷
宮
１
９
０
０
年
。 

明
治
３
４
年
（１
９
０
１
年
）３
月
、
神
宮
大
宮
司
伯
爵
冷
泉 

為
紀
ら
が
そ
の
志
を
継
い
で
請
願
し
た
が
果
た
せ
な
か
っ
た
。 

明
治
３
５
年
（１
９
０
２
年
）よ
り
神
宮
奉
斎
会
本
部
が
定
期 

的
に
「倭
姫
命
の
祭
典
を
奉
仕
」す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

前
述
、
「倭
姫
宮
の
御
鎮
座
に
つ
い
て
」に
よ
る
と
、
同
年
、
神

宮
大
宮
司
冷
泉
為
紀
が
、
倭
姫
命
奉
斎
の
別
宮
創
立
を
内

務
大
臣
に
請
願
し
た
、
と
い
う
。 

明
治
３
７
年
（１
９
０
４
年
）１
２
月
、
神
宮
奉
斎
会
本
部
内
に 

倭
姫
命
の
祠
が
あ
り
、
「例
祭
」が
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。 

明
治
３
９
年
（１
９
０
６
年
）
宇
治
山
田
市
は
市
制
が
施
行
。 

明
治
４
０
年
（１
９
０
７
年
）６
月
「宇
治
今
在
家
町
の
倭
姫
神 

社
は
神
宮
所
管
社
だ
が
、
御
成
街
道
線
路
に
当
る
の
で
内
宮

神
苑
大
山
祗
神
社
境
内
に
移
転
す
る
予
定
」と
の
記
事
が
あ

る
の
で
、
倭
姫
神
社
は
内
宮
周
辺
に
あ
っ
た
か
？ 

  

宇
治
山
田
市
の
将
来
構
想
計
画
で
あ
る
市
是
を
策
定
す

る
会
議
は
、
明
治
４
１
年
～
大
正
２
年
の
５
年
間
に
わ
た
り

断
続
的
に
設
置
さ
れ
た
。
日
露
戦
後
経
営
・地
方
改
良
運

動
と
い
う
全
国
的
な
動
き
と
も
連
動
し
た
、
市
制
施
行
後
の

都
市
像
を
議
論
す
る
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を

評
価
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
実
現
に
向
け

て
動
き
出
し
た
の
は
、
伝
染
病
院
の
建
設
や
宮
川
分
水
事
業
、

倭
姫
宮
の
創
立
な
ど
ご
く
わ
ず
か
で
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で

あ
る
。 



大
正
に
入
り
神
宮
司
庁
と
地
元
宇
治
山
田
市
か
ら
倭
姫
命
を 

祭
る
神
社
を
創
建
す
る
運
動
が
生
じ
た
。 

大
正
元
年
（１
９
１
２
年
）
宇
治
山
田
町
は
市
長
が
先
頭
に
立 

ち
倭
姫
命
を
祀
る
神
社
の
創
立
許
可
を
国
会
に
請
願
。 

大
正
４
年
（１
９
１
５
年
）、
大
正
天
皇
即
位
御
大
礼
催
行
。 

同
年
２
月
、
宇
治
山
田
市
長
福
地
由
廉
が
市
会
の
決
議
を

以
て
、
奉
仕
の
議
を
宮
内
大
臣
男
爵
波
多
野
尊
直
、
内
務
大

臣
子
爵
大
浦
兼
武
の
両
大
臣
に
請
願
す
る
に
及
ん
で
、
民
衆

の
声
と
し
て
当
局
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
た
。 

同
年
４
月
、
倭
姫
命
奉
祀
期
成
会
が
組
織
さ
れ
、
市
長
福
地

市
長
が
期
成
会
長
に
推
薦
さ
れ
た
。
（市
）
役
所
内
に
事
務

所
を
設
置
し
、
副
会
長
、
理
事
、
評
議
員
を
嘱
託
し
て
、
地

方
の
世
論
を
喚
起
す
る
と
共
に
、
衆
議
院
議
員
、
天
春
文
衛
、

尾
崎
行
雄
、
浜
田
国
松
ら
が
提
出
者
と
な
っ
て
、
同
議
員
岡

崎
邦
輔
ら
１
２
０
余
名
の
賛
成
を
得
て
、
「倭
姫
命
奉
祀
に

関
す
る
建
議
」
を
５
月
、
衆
議
院
の
提
出
し
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
、
天
春
は
大
要
を
説
明
し
、
６
月
、
委
員
会
、
本
会
議
と
も

に
満
場

一
致
で
可
決
さ
れ
た
。 

大
正
５
年
（１
９
１
６
年
）８
月
、
市
は
五
二
会
ホ
テ
ル
跡
地
（虎 

尾
山
）を
買
収
し
て
倭
姫
命
奉
祀
敷
地
あ
る
い
は
御
用
邸
敷

地
に
転
用
す
る
計
画
を
立
て
市
会
に
提
案
し
た
が
否
決
、

妥
協
案
が
成
立
し
た
。 

大
正
８
年
（１
９
１
９
年
）１
月
、
別
宮
創
建
に
関
す
る
計
画
調 

書
を
神
宮
司
庁
に
示
し
、
帝
国
議
会
で
創
立
の
予
算
が
可
決

さ
れ
た
。 

前
述
、
「倭
姫
宮
の
御
鎮
座
に
つ
い
て
」に
よ
る
と
、
内
務
省
神

社
局
長
よ
り
、
別
宮
創
設
内
定
の
通
達
が
あ
り
、
神
宮
で
は

調
査
結
果
を
２
月
に
答
申
し
た
、
と
い
う
。 

大
正
９
年
（１
９
２
０
年
）８
月
、
内
務
省
は
同
年
の
追
加
予
算 

と
し
て
神
宮
別
宮
創
建
費
総
額
、
金
４
０
６
、
６
５
８
円
を
計

上
し
、
４
ヶ
年
継
続
事
業
と
す
る
こ
と
を
帝
国
議
会
に
諮
り

可
決
さ
れ
た
。 

前
述
、
「倭
姫
宮
の
御
鎮
座
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、
１
２
月
、

皇
大
神
宮
別
宮
と
し
て
倭
姫
命
奉
祀
の
こ
と
に
つ
い
て
上
奏

し
裁
可
さ
れ
た
、
と
い
う
。 

大
正
１
０
年
（１
９
２
１
年
）１
月
４
日
、
内
務
省
告
示
第
１
号
と 

し
て
、
内
宮
別
宮
と
し
て
倭
姫
宮
の
創
立
が
決
定
。 

宮
名
：倭
姫
宮
、
祭
神
：倭
姫
命
、
宮
号
宣
下
年
月
：大
正
１

０
年
１
月
、
鎮
座
地
：度
会
郡
四
郷
村
大
字
楠
部
、
域
内
反

別
：３
町
５
反
６
畝
２
歩
。 

  

倭
姫
命
宮
の
宮
地
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
斎
宮
寮
旧
趾
な

ど
の
候
補
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
丘
を
隔
て
た
近
く
に
倭
姫

命
の
陵
墓
が
あ
り
、
徴
古
館
な
ど
が
立
地
す
る
倉
田
山
の
地

が
選
ば
れ
た
。
「伊
勢
参
宮
名
所
図
会
」
に
、
「尾
部
社
」
は

「妙
見
堂
の
東
に
あ
っ
た
」と
い
う
記
述
も
関
係
し
て
い
な
い
だ

ろ
う
か
。 

大
正
１
１
年
（１
９
２
２
年
）３
月
３
１
日
、
地
鎮
祭
ほ
か
造
営
諸 

祭
を
催
行
。
１
１
月
５
日
、
倭
姫
宮
は
内
宮
と
外
宮
の
中
間

で
あ
る
倉
田
山
に
鎮
座
し
た
。 

大
正
１
２
年
（１
９
２
３
年
） 

９
月
１
日
、
関
東
大
震
災
に
よ
り
１
０
月
７
日
が
延
期
さ
れ
、 

１
１
月
５
日
、
御
鎮
座
祭
。 

１
１
月
６
日
、
奉
幣
の
儀
。
鎮
座
を
報
告
す
る
臨
時
祭
。 

１
２
月
、
隣
接
す
る
倉
田
山
に
内
宮
別
宮
の
倭
姫
宮
が
創
建

さ
れ
、
倭
姫
命
が
祀
ら
れ
た
。 

伊
勢
神
宮
を
構
成
す
る
神
社
と
し
て
は
唯

一
、
近
代
以
降
の

創
立
で
あ
る
。 

昭
和
４
年
（１
９
２
９
年
）、
第
５
８
回
式
年
遷
宮
。 

倭
姫
命
宮
は
新
し
い
故
に
式
年
遷
宮
の
対
象
外
と
な
っ
た
。 

昭
和
１
１
年
（１
９
３
６
年
）９
月
１
日
、
宇
治
山
田
市
は
１
９
０ 

６
明
治
３
９
年
に
市
制
が
施
行
さ
れ
て
以
来
３
０
周
年
を
迎

え
た
こ
の
日
、
早
朝
か
ら
両
宮
な
ら
び
に
倭
姫
宮
に
参
拝
す

る
市
民
の
列
は
引
き
も
切
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。 

昭
和
２
０
年
（１
９
４
５
年
）２
月
１
５
日
に
宇
治
山
田
空
襲 

が
あ
り
、
付
近
で
焼
夷
弾
に
よ
る
火
災
が
発
生
。 

７
月
２
９
日
、
宿
衛
屋
が
焼
失
し
た
が
本
殿
は
無
事
だ
っ
た
。 

昭
和
２
２
年
（１
９
４
７
年
）、
前
述
「倭
姫
宮
の
御
鎮
座
に
つ
い 



て
」に
よ
る
と
、
金
刀
比
羅
神
社
が
箕
曲
中
松
原
神
社
よ
り

分
祀
さ
れ
、
旧
社
地
（倭
町
）に
復
祀
さ
れ
た
時
、
尾
上
社
も

分
祀
さ
れ
、
金
刀
比
羅
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
、
と
い
う
。 

（尾
上
社
は
倭
姫
命
の
祠
で
は
な
い
の
か
？ 

神
萱
落
社
の
間

違
い
か
？
） 

昭
和
２
４
年
（１
９
４
７
年
）、
倭
姫
宮
崇
敬
奉
賛
団
体
「御
杖
代 

講
」が
発
足
。
御
鎮
座
日
１
１
月
５
日
に
礼
典
催
行
。 

昭
和
２
８
年
（１
９
５
３
年
）、
第
５
９
回
式
年
遷
宮
で
、
倭
姫
命 

宮
は
初
め
て
遷
宮
さ
れ
た
。 

昭
和
２
９
年
（１
９
５
４
年
）１
１
月
５
日
、
遷
御
の
儀
。 

昭
和
５
２
年
（１
９
５
４
年
）
「御
杖
代
講
」が
「倭
姫
宮
御
杖
奉 

賛
会
」と
改
称
。
６
月
５
日
も
礼
典
催
行
。 

令
和
５
年
（２
０
２
３
年
）、
倭
姫
宮
鎮
座
１
０
０
周
年
。 

「倭
姫
宮
御
杖
奉
賛
会
」が
中
心
と
な
っ
て
、
奉
祝
行
事
が
行

わ
れ
る
。
現
在
に
至
る
。 

 

 

お 

わ 

り 

に 

   

集
め
た
史
料
は
い
ろ
い
ろ
な
錯
誤
が
入
り
混
じ
り
、
神
代
の

時
代
の
こ
と
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
は
当
然
な
が
ら
、
近
代
の
こ

と
も
断
片
を
継
ぎ
接
ぎ
し
て
い
る
よ
う
な
史
料
が
多
く
、
は
っ

き
り
把
握
で
き
な
か
っ
た
。
現
在
も
神
代
の
時
代
が
続
い
て
い
る

の
か
も
知
れ
な
い
が
、
倭
姫
宮
創
建
１
０
０
周
年
に
当
た
り
、

「倭
姫
命
」
の
こ
と
を
し
っ
か
り
正
確
に
伝
え
る
「現
代
版
倭
姫

命
世
記
」が
必
要
だ
と
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。 

 

(   

完   ) 
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